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特高線

縮尺

第二章 日本の自然   :
2.山がらの国土とまわりの:海

〔日本の山地〕    浸食作用

、    火山

|〔川と湖沼〕     天丼川

3

10

6

地形図に数多 く引かれている曲線

は等高線でこれは海面ρゝ ら同じ高

さにある点を結んだ線である。

地形図の縮尺は 5万分の 1で ある

から 1.Oooれ が 2“に表わさオして

いる。

流れる水は
・

地表の岩石や土砂を

けずりそれを下流に運び……上流

の山地ではV字谷をつくる。

り||の流れが急1こ おそくなるような

ところは
・ 多くの土砂がたいせき

して,特別な地形ができる。扇状

地や三角州はこうしてでき:た 地形

である。
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3“変化の多い気候|    |
〔摯本の気候の特0

季節風(モ ンスーン)

梅雨(つゆ )

〔日本の四季〕

:   冬

春

夏

秋

4.自 然の災害と資源のオ曇用

〔台風と興水害〕

〔火山の爆発ゃ地震など〕

郷土のすがたを,大観するために

は,まず等高線による土地の高低

の表わしかたや,方位や縮尺,地

図言己号などについて知つておかな̀

滋月    8

〔平野と盆地〕     i平 野  7
ヽ

1           扇状地  4

三角州 (デルィ) 5

河岩段丘  11

海岸段丘  12

台風

地震

火山
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科社科理

高 等 線

浸 食作 用

扇 状 地

三 角 州

ければならない。

山地や丘陵は浸食作用によつて細

かい谷がさざまれ,木の校のよう

に分かれた複雑な地形になつてい

るところが少なくない。

平野の中には,川が山地か ら平地

にでるとこうにつ くる扇状地 や,

海や湖に出るところ|に つくる三角

ノ11(,デ ヤメ)な どがある。

中学校の理科 (地学分野 )おょび社会科 (地理 )教科書における関連用語の説明

および表現の差異について



平野を流れ る川は,流水がゆるや

か な|ので土砂のたいせきによ って:

1レだいに川底が高 くなる。

日本の海岸平野の多 くは,メ ||や海 ::

のたいせ き作用によって。 しだい

にうめられて陸地 となったもので

ある。

火山活動にともなってできた湖や,:

流水のf/F用 でできた湖があ り,ま ′

た土地が落らこんだところが湖 と

なることもある。

大地は動かないものだと思ってい

る0も 大地は動いている。わたし

たらにもすぐ気づくような大地の

動 き,そ れは地震である。

日本は世界でも有数の火山国であ

り,き まざ=ま な形の火山や活動の

しかたが異なっている。
1  ・

土地が隆起して川底が高 くなった

たため,り ||が もとの川原を新しく

浸食してできた地形である。

大規模 な土地の隆起 によって二海

面よりもかなり高いところに上が

らでし
｀
まった海食がい と,海食台

のあとで,海岸段丘とよばれるも
:

浸食をつけた土地が海中に沈降じ

.た と:き は, もとの尾根の先はみさ

きとなり, もとの谷は入 り江とな

社    会   1科 ｀
そヽ

天 丼 り||

沖 積平 野

河 岸 段 丘

海 岸 段 丘

湖

Lliろ くでは,川すじの足まらない

あれり||に なっているものがあり。

その中には天丼メ||に ならているも

のも少なくない。

:川は上流か ら多 くの土砂・ 小石を

運びこれを下流に堆積して平野を

つ くる●平野は人 たの生活の舞台

としてたいせつなところとなって

いる。         ・

漢谷や滝湖 なども火山に関係して

生じたものが多い。 日本の川ゃ湖

沼はそのままでは水運め便がわる

く,交通にはあまり利用されてい

ない・"。・・

日本には多 くの火山が噴出し,そ

れが列をなしてぃ くつかの火山帯

をつ くっている。
~    |

川や海の岸にft,階段状になった

土地ができてい るところも多 く,

それだれ河岸段丘,海岸段丘 とよ

ばれ,これ らの表面も居住地や耕

地に利用さたてい る。

海岸線はい っぱんに複雑で1た が

でも太平洋岸は大きな出入がめだ

っているリアス式海岸も各地でみ
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となりあった地域で温度のらがい

があると3そ れが原因となって風

が吹 く。1季節風や偏西農などの大

規模な風も・・1・ ¨

南洋付近に発生した熱帯低気圧が,

4ヒ上する間にしだいに発達 したも

のが台底である。

日本の風土は,ま わりが海に囲ま

れているので,気候はい っぱんに

温和であ り,四季の区別がはっき

りしている。 また,季節興 (モ ィ

スー ン )や梅雨 (つゆ )・ 台民の

影響を多 く受け・・,…

台風が日本におそうのは,お もに″

9月力すら10月 ごろである。甲本

の風水警の大部分は台風にょるも

西高東低型の気圧配置で北西の季

節風となる。

南東がわに高気圧.北西がわに低

気圧という気圧配置になり,南寄

りの季節風がふく。夏は湿度が高

くむし暑い。

春と秋は大陸に発生した温帯低気

軍と移動性高気圧とが交互に日本

付近を西から界へ轟りすぎる。こ

のため変わりやすい天気になる。

6月 のなかばから 7月 にかけて,

日本列島の南倶

“

こそって停滞 前線

・がでれこれにそってつ ぎつぎと小

さい低気圧が発生しては東に進み

雨の日がりず く。 これが梅雨であ

る。

―ぃ27-

北西季節瓜 多湿,裏 日本は雪.

表日:なま晴

南東季節風.雨の降り?ず く梅雨

がある。高温多湿。

表日本では多雨

台鳳の臨脱 天気は変わりやすい。


